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Microsoftとロジクールは、IT管理者とエンド
ユーザーに小会議室とハドルルームで上質の体
験を提供することを目指し、協働しています。本
ホワイトペーパーではその取り組みの概要を紹
介します。

本ホワイトペーパーでは、配線、会議へのアク
セス、カメラのコントロールなどに関する主要
な考慮事項の他、Microsoft Teams Pro管理ポー
タルとロジクール Syncによる効率的な会議室お
よびデバイスの管理についても取り上げます。
本ガイドは、ハドルスペースの最適化に必要な
インサイトを提供します。
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ハドルルームの環境構築

本ホワイトペーパーでは、ロジクールRally Bar Huddle
をMicrosoft Teams 専用会議室に導入する際の2つの主要
モードについて説明します。つまり、Teams Rooms on 
WindowsとTeams Rooms on Androidです。
どちらのモードを選ぶ場合でも、Microsoft Teams Rooms
用にRally Bar Huddleをセットアップするには、基本のス
テップとして、取り付け、配線、ソフトウェア設定の3段
階が必要です。

まず取り付けについては、Rally Bar Huddleは汎用性の
高い「マルチマウント」ソリューションを提供しているた
め、壁面に、ディスプレイ上部に、テーブル上またはスタ
ンド上でフラットに、手間なく設置できます。
次に配線プロセスですが、これは選択した導入モードに
よって異なります。Microsoft Teams Rooms on Android
を使用したアプライアンスモードの場合は、以下の図
で、Rally Bar Huddleとロジクール Tap IPの接続方法を確
認してください。
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Rally Bar HuddleをTeams Rooms on Androidで導入する際に、接続がUSBベースのロジクール Tapを使用したい場合、 
Rally Bar HuddleとTapの接続については、以下の図をご覧ください。

また、Microsoft Teams Rooms on WindowsでUSBモードを使用する場合は、以下の図でRally Bar Huddle、PC、Tapの
接続方法を確認してください。
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配線の完了後、最後の設定プロセスはCollabOSのガイド機能に従うことでシームレスに進めることができます。この最終
ステップでは、最新のファームウェアへの更新や、必須のデバイス設定およびネットワーク設定の確認などを行います。 
CollabOSは、Rally Bar HuddleやTapなどのロジクールデバイスを稼働させるオペレーティングシステムです。
Teams Rooms on AndroidとTeams Rooms on Windowsのどちらを導入する場合でも、Tapデバイスの画面上の説明に従
って、Microsoftのログイン資格情報の確認や、Rally Bar Huddleの設定を行うことになります。
以上のステップを完了することで、数分のうちにRally Bar HuddleをMicrosoft Teams Roomsで使用する準備が整います。

ハドルルーム体験

会議への参加
ロジクールRally Bar Huddleは、Microsoft Teams Rooms
とシームレスに連携するため、ユーザーは予定された会議
や臨時の会議に簡単な操作で参加できます。予定された会
議の場合、主催者はMicrosoft Teams、Zoom、Webexを
使用し、ワークスペースのユーザー名で招待するだけで、
すぐに会議を設定できます。予定された会議は、Tap IPイ
ンターフェイスに表示されるため、タップするだけで参加
できます。臨時の会議の場合、[Meet（会議に参加）]ボタ
ンを押すと会議を開始できます。または、手動で会議IDと
パスワードを入力します。

カメラコントロール：COLLABOS 1.10
以降
CollabOSバージョン1.10以降を使用する場合、Teams 
Proライセンスのある会議室で、Rally Bar Huddleのカメ
ラコントロールが利用できます。これはMicrosoft Teams
管理センターで簡単に管理できます。会議の参加者は、話
者ビュー、会議室ビュー、コンポジットビューの3つから
カメラモードを自由に選択できます。さらに、Microsoft 
Teams会議では、会議主催者がこのカメラモードをシーム
レスに切り替え、状況に合わせて最適な画面に調整 
できます。
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デバイス管理

TEAMS PRO管理ポータルによるデバイス管理
ハドルルームは、Teams Pro管理ポータルで管理できます。Teams Pro管理では、管理者は2つのタブで会議室の稼働状況
を監視します。1つ目の[Incidents（インシデント）]タブは、すべてのインシデントをカテゴリー別に一覧表示します。

 2つ目の[Rooms（会議室）]タブは、すべての会議室と、その稼働状況を一覧表示します。
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すべてのチケットは、クリックすると問題の詳細情報が表示されます。IT管理者はこの情報をトラブ
ルシューティングに役立てることができます。

Teams Pro管理を使用すると、管理者は「リング」を設定して、アップデートの検証と順次適用を管理できます。テスト期
間と展開方針の定義に従い、アップデートがリングごとに体系的に導入されるため、管理が行き届いた効率的なアップデー
ト処理を行えます。

ロジクール SYNCによるデバイス管理機能の追加
Teams Proポータルによるデバイス監視およびアップデート管理機能に加えて、Syncでは、会議室に関するインサイトを
提供する機能も利用できます。Syncを使用すると、会議室とデバイスの使用状況をさらに詳細に把握できます。この革新的
ツールは、会議室の使用状況や、デバイスの稼働時間および非稼働時間に関する貴重なインサイトを提供します。このデー
タを活用することで、不動産、リソース割り当て、従業員の全体的な体験の最適化に関連した意思決定を行えます。また、
ロジクール Selectでサービスリクエストを発行したり、ロジクール Syncで簡単にサポートの問題に対処したりすること
で、ワークフローの効率化も可能です。Syncは、Microsoft Proポータルと連携し、最大限のカバー範囲と、組織のシーム
レスなコラボレーション環境を実現します。

Microsoft Teams Rooms Proポータルとロジクール Syncの詳細については、こちらの記事をご覧くだ
さい。

https://www.logicool.co.jp/ja-jp/video-collaboration/resources/think-tank/articles/teams-pro-management-sync.html
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/video-collaboration/resources/think-tank/articles/teams-pro-management-sync.html
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/video-collaboration/resources/think-tank/articles/teams-pro-management-sync.html
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Microsoftとロジクールでより良いコラボレーションを実現
ロジクールとMicrosoft Teamsは、誰もがどこからでもつながり、創造し、コラボレーションが
できる選択肢と柔軟性を提供します。スマートなソリューションを使用することで、チームはよ
り良くつながり、一丸となってベストを尽くせます。ハドルルームにロジクール機器とMicrosoft 
Teamsを導入すれば、すべての参加者が、自分の姿、声、意思が会議の場に届いていると実感で
きます。

https://www.logicool.co.jp/ja-jp/business.html

